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Laura　Inga11s　Wi1derの文章
一児童文学の文体一
廣　閏　典　夫
0．　はじめに
　装飾の多い美文体を捨て，明確でわかり易い文章を書こうとする傾向は，洋
の東西を間わず，文章作法上の今目の趨勢である。谷崎潤一郎は，r文章の要
は何かと云へば，自分の心の中にあること，自分の云ひたいと思ふことを，出
来るだげその通りに，且明瞭に伝へることにあるのでありまして，手紙を書く
にも小説を書くにも，別段それ以外の書きようはありません。昔は「葦を去り
実に就く」のが文章の本旨だとされたことがありますが，それはどう云ふこと
かと云へば，余計な飾り気を除いて実際に必要な言葉だけで書く，と云ふこと
であります。さうしてみれば，最も実用的なものが，最もすく廿れた文章であり
ます。」ωと，述べている。
　Swift以降，英語の散文の歴史ぱ，平明化への遣を辿ってきている。George
OIwe11が，Po脇08σ〃肋2肋ψs乃工α惚〃昭召で説いていることも，つき
つめて言えぱ，出来るだけ平易なeveryday　Eng1ishを用いて簡明な文章を
書げということである。‘2〕Alan　Wamerは，λ∫加〃G〃〃〃o肋ψ5免∫妙12
の中で，徹頭徹尾，明確で分り易い英語（dean　and　dear　English）につい
て述べている。例えぼ，A　writer’s　Eng1ish　is　dean　when　he　conveys
c1ear1y　and　e伍ectively　what　he　wmts　to　convey　to　the　reader．㈲　とか，
あるいは叉，There　is　one　current　trend　in　Eng1ish　writing　which　gives
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specia1cause　for　hope　in　the　future．A　mmber　of　leamed　men　and
women　have　de1iberately　avoided　the　technica1and　the　gritty　way　of
writing　and　tried　to　exp1ain　di蘭cu1t　subjects　in　c1ear　and　simp1e
language．ωなどである。
　Lかし，誤解を避けるために一言つけ加えれぼ，明確さだけが文章のすべて
ではない。Wamerも，9ood　writingとはc1eanwritingだと主張しながら
も，明確さだけがよい散文の条件ではなく，分り易いとか平易だとかいう以上
に，質の問題がもっと重要であり，特に小説とか随筆では，The　power　of
writing　creatively　is　a　greater　gift　than　the　power　of　writing　c1eanly．㈲
と云っている。
　あらゆる文章の中でも，とりわけ，児童文学作品の文章は，「明確でわかり
易い言葉」で書かれたけれぽなるまい。筆老が，児童文学の文章に関心を抱く
ようにたった第一の理由はここにある。数多くある児童文学作品の中から，
Laura正nga11s　Wi1derの工棚召Ho㈹o〃伽”α47加を，ここでは敢上げ
ることにした。このr大草原の小さな家』をはじめとするワイルダーの一連の
作品は，アメリカは勿論，イギリスや日本など世界中で広く読まれている。単
に子供だげではなく，たくさんの大人の読老をも獲得している事実ぽ，すべて
のすぐれた児童文学作品に共通するところである。
　テキストには，Laura　I㎎a11s　Wi1der：〃肋互o〃∫召o勉伽1〕κα〃り
Perennia1Library，HarPer＆Row，1975を用い，PenguinBooksのPu1蘭n
B00ks版を随時参照した。なお，引用文のあとの数字は，Peremia1Library
版のぺ一ジ数を示す。
1．　用　　語
　対象が子供であることから，むしろ当然かもしれないが，用語は，分り易い
平易な目常語ぼかりである。（谷崎潤一郎は，用語の選択について5つの条件
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をあげているが，「分り易い語を選ぶこと」16〕を，第一番目にかかげている。）
　ワイルダーの用語の特徴を要約すると，
　1．　1音節か2音節の短い日常語が殆どである
　2．修飾語，特に様態の副詞が少たい
　3．俗語・卑語を用いない
と，いうことになろうか。
　ちなみに，第19章の最初の数ぺ一ジの中で，2度以上用いられている主な語
を拾いあげてみると，次のようになる。
　名　詞　Christmas，creek，day，dimer，丘re，9irl，91ass，heart，moming，
　　　　　night，rain，Santa　C1aus，sky，s1eep，snow，stocking，turkey
　動詞be，come，falI，9o，hapPen，have，hear，know，say，see，seem，
　　　　　sit，think，watch
　形容詞　bad，co1d，fat，9ood，wet，white
　様態の副詞では，anxious工y，sharp1y，sober1y，surelyなどが，それぞれ
一度用いられているだげである。
　卑語・俗語に属すると思われる語は，まず見当らない。次の文を見て頂きた
い。Paが新しく建てた家の屋榔こ，臨時に馬車のキャソバスをかぶせようと
して，強い風にあおられるキャソバスと悪戦苦闘した末，漸くキャソバスをど
うにか固定した場面である。
　（1）　　But　he　held　tight　to　the　wa11with　his　legs，and　tight　to　the
　　canvas　with　his　hands，and　he　tied　it　down．
　　　　“There！”he　said　to　it．“Stay　where　you　are，and　be＿”
　　　　“Char1es！”Ma　said．She　stood　with　her　arms　ful1of　quilts
　　and1ooked　up　at　him　reprovingly．
　　　　“＿and　be　good，”Pa　said　to　the　canvas．　“、Vhy，CaroIine，
　　what　did　you　think　I　was　going　to　say　P”
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　　　　“0h，Char1es！”Ma　said．“You　scalawag！”　（52）
無論，Paは，be　da㎜劇と言おうとしたのだが，Mlaがいることに気付
いて，あわてて，be　goodと取繕ったわけである。とにかく，罵りの言葉な
ど，下品な言葉使いは許されないのである。
　（2）　Then　Laura　asked，“Plea－se，Pa，can　I　ask　just　one　more
　　queStiOn～”
　　　　“May　I，”said　N征a．
　　　　Laura　began　again．“Pa，p1ease，may　I一”　（168）
　ローラは，Paにものを頼むのに，canIと言ってし重い，MaにmayI
ですよ，と厳Lく言葉使いを注意されている。
　次の文は，行儀作法に関する厳しい撲を示している。
　（3）　“Don’t　speak　with　your　mouth　fu1l，Laura，”said　Ma．（32）
　（4〕　Her　hands　and　face　were　washαi，her　hair　was　combed，her
　　napkin　was　tied　aromd　her　neck．She　sat　up　straight　on　the　romd
　　end　of1og　and　used　her　knife　and　fork　nicely，as　Ma　had　taught
　　her．She　did　not　say　anything，because　chi1dren　must　not　speak
　　at　tab1e　unti1they　are　spoken　to，but．．．．．．（84）
　上の例で見られるような，正しい言葉使いと正しい礼儀作法は，いみじくも
ワイルダーの文章を象徴するものである。彼女の文章は，いつもきちんとした
standardな文章であって，例えぼ，the　irst　thing　they　did　was　to1ie
down（19）のように，to　lieのtoが省かれることはなく，また，they　a11
sme1led　so　good　that　Laura　grew　hungrier　and　hmgrier（20）のso…・・
thatの構文で，thatが省かれることもない。肩肘張った固苦しい文章とはほ
ど遠いものであるが，平易な文章の流れの中に，きちんとした折目正しい爽や
かな品格が窺える。
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2．構　　文
　2．1単　文
　構文上の特色としては，第一に単文Simple　sente口ceが多い点が指摘でき
よう。大ざっぱにみて，単文の占める割合は，全体の40パーセントほどに当た
る。S．Maugham，G．Greene，E．Caldwe1l，J．UPdikeなどをみると，単文の
占める比率は大体30パーセソト内外であるから，ω　ワイルダーの40パーセソト
という比率は，かなり高いことになる。単文が多いことに関連するが，関係代
名詞の使用は少ない。また，分詞構文，動名詞構文も少たい。複雑な主語と述
語の倒置文も少改い。つまり，平易な分り易い文章ということである。単文の
もつ明噺さと力強さが生かされた文章と言えよう。
　（1）　　The　big，hea∀y1og　was　s1id㎞g．Pa　was　t町ing　to　hold　up　his
　　end　of　it，to　keep　it　from　fa11ing　on　Ma．He　couldn’t，　It　crashed
　　down．Laura　saw　Ma　hudd1ed　on　the　gromd．（41）」
　（2）　The　air　smelled　scorched．A血d　to　the　very　edge　of　the　sky，
　　the　prairie　was　bumed　naked　and　black．　Threads　of　smoke　rose
　　from　it．Ashes　blew　on　the　wind，Everything　fe1t　d雌erent　aI1d
　　miserab1e．　But　Pa　and　Ma　were　cheerfu1because　the食re　was
　　gone　and　it　had　not　done　any　harm．　（201－202）
　2．2AandBandC
　語，特に名詞を並列する場名，A，B，Cあるいは，A，B　and　Cではなく，
A　and　B　and　Cのように，あくまでも㎜dが繰返して用いられていて，簡
潔な文章の中にあって，童話栓といったらよいか，一種のんびりとしたのどか
な調子を生み出している。
（1）　Back　in　the　Big　Woods　so　far　away，Grandpaα〃Grandma
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　　　α〃the　aunts励6unclesα〃coushs　did　not　know　where　Pa刎∂
　　　Maα〃Lauraα〃Mary刎6Baby　Carrie　were．（55）
（2）　She（＝the1ittle　china　woman）stood　on　the　mant1e－she1f　with
　　　her1ittle　china　shoes刎∂her　wide　china　skirts励∂her　tight
　　　china　bodice，α〃6　her　pink　cheeksα〃6b1ue　eyesα〃∂go1den　hair
　　　a1l　made　of　china．（83）
　（3）A1l　night　Patα〃Pattyα〃the　co1tα〃theα1lfα〃the　cow
　　　were　stamping　and　swishing　their　tai1s　in　the　stab1e。（130）
　（4）The　tree－tops　a1ong　the　creek　were　co1ored　now．　0aks　were
　　　reds　舳6yel1owsα〃　brownsα〃　greens．　Cottonwoodsα〃
　　　sycamoresα〃wa1nuts　were　smshiny　ye11ow．（142）
　（5）　　コ臼［e　had　got　seeds　of　turnips　α〃6　carrots　α勉6　onions　α勿∂
　　　cabbage．　He　had　got　peas伽6beans．　λ勉6comα〃wheatα〃
　　　tobaccoα〃the　seed　potatoes．λ〃waterme1on　seeds．（195）
　　しかし，語の並列ではなく，文の並列の場合には，A　and　B　and　Cも若干
用いられているが，それよりも，A，BandCや，andを省いたA，B，Cの
形式の方が多い。
　　（6）　　She　bui1t　up　the丘re舳∂drew　her　rocker　near　it，α〃she　sat
　　　rocking　Baby　Carrie　and　singing　softly　to　her一　（142）
　　（7）　　Then　Pa　stuck　his　sha叩hatchet　in　his　be1t，he　hung　his
　　　powder－horn　beside　the　hatchet，he　put　the　patch－box　and　the
　　　bul1et－pouch　in　his　pocket，伽6he　took　his　gm　on　his　arm．（29）
　　（8）　　After　supper　that　night　they　washed　their　hands　and　faces，
　　　buttoned　their　red一丑anne1nightgowns，tied　their　night－cap　strings，
　　　α〃6sober1y　said　their　prayers．　（171）
　　（9）　Her　hands　and　face　were　washed，her　hair　was　combed，her
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　napkin　was　aromd　her　neck．（84）
⑩　　Pa’s　boots　were　caked　with　frozen　mud，his　mse　was　red　with
　cold，his　hair　wiIdly　stoωup　on　his　head．（156－157）
3．反　　復
　3．O強意表現の方法としては，語煩変更，It　is．．．．．．thatの構文，強意副
詞の使用，助動詞dOによる強意とか，様々な種類があるが，語句を重ねる
「反復」Repititionは，あらゆる言語に共通する最も単純で最も自然な強意の
形式であろう。反復は，ワイルダー愛用の強意形式一他の強意表現は極めて
少たい一で，複雑な技巧をこらすこともたく，くどくどと説明することもな
く，ただ語句を繰返すことによって，強い鮮明な印象を読老に与えることに成
功している。
3．1名　詞
（1）　　But　Pa　ate∫〃6θafter8〃oεafter∫〃oθ，unti1at　last　he　sighed
　and　said　the　cow　could　have　the　rest　of　it．　（140）
（2）　　τ加伽〃勿な〃，and肋θ刎〃勿な加，and肋召〃倣ま勿な〃，were
　worse　and　worse．（211）
3．2　動　詞
（1）　Laura〃θ6and〃θ6to　catch　a　minnow，but　she　only　got　the
　hem　of　her　dress　wet．（80）
（2）　　　Heろo〃〃∂θ6andゐo〃勉626，c1ear　off　the　ground，　trying　to　get
　loose　from　the　chain．（95）
（3）　　Laura　drank　water　and∫〃α〃oω〃and舳α〃o舳6and　drank
　again．　（135）
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（4）　　Maωo〃8κ6a二ndωo〃召κ♂where　he　had　gone．（139）
（5）　　They　loo加6and　loo后〃and　loo加6at　Indi㎝s　rid血g　by・　（222）
（6）　Grandma　and　a11the　amts伽幽〃α〃肋∫∫〃them　and肋紹〃
　　α〃桃∫〃them　aga㎞，saying　good－by．（3）
3．3
（1）
（??
形容言司
］Ma　sighed　a　lo〃g，1o〃g　sigh．　（98）
And　they　pul1ed　out　two　lo惚，1o昭sticks　of　candy．（176）
3．4　冨聰言司
（ユ）　　0utside，and力7，力7away　to　the　pink　edge　of　the　sky，the
　wind　went　b1owing　and　the　wi1d　grasses　waved．（84）
（2）　Hewas　tumingγo舳6and70舳6，tramp1ing　down　the　grass．（241）
　　3．5　比較級
　　漸層比較級ComParative　of　gradationと呼ぼれるr比較級十比較級」の
形は，程度が次第に増加するか，あるいは，減少することを表わすが，ワイル
タ㌧の反復の中で，最も頻繁に用いられているものである。
　　　　　They　came　clo∫θ7α椛♂olo∫〃．　（94）
　　　　　Home　seemed力7肋〃α〃力7肋〃away．（125）
　　　　　”2α〃7α”刎〃θ7it　came．（210）
　　　　　Laura’s　stomach　felt∫肋〃α〃∫倣〃．（15）
　　　　　〃o〃α勿6刎o〃α勿∂〃zo〃Indians　came　riding　by．　（222）
　　　　　肋5炊，力5伽，力∫炊they　made　her　heart　beat．（196）
　　　　　A11the　time　that　somd　came　from　the　creek　bottoms，
　　α肋6　10〃627，力∫柘7α刎6∫α∫去27　　（192）
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（8）　Every　night　he　grow1ed　more丘ercely，and　every　night　the
1ndiand㎜sbeat伽，伽炊，andthewildyippingrose榊〃
　伽∂ゐな加らfasteちwi1der．（207＿208）
4．比　　楡
　4．1直　楡
　子供は，物事の説明によく直楡Simi1eを用いる。直楡は，比楡の最も単純
な形のもので，われわれが日常話したり書いたりする上で，最も普通によく用い
るものである。そして，子供たちにとっては，直楡は，「自分の世界を最も生
き生きと描き出す方法」（co1odulwaystodescribe　his　world）⑧なのであ
る。児董文学に，直楡が多く用いられる理由もここにあると思われる。もって
まわったような廻りくどさがなく，素朴で素直で簡明直載，意味を明確に表現
してくれるからである。ワイルダーは，使い古されてとかく陳腐になりがちな
clich6を避け，比楡の材料を，なるべく生活に密着した身近かなもの，動物や
自然の中に求め，新鮮に生き生きと子供の世界を描き出している。
　（1）　　These1ittle　creatures1ooked　sψτα∫砂2んθサ．　（30）
（2）　I　te11you，Caro1㎞e，there’s　e▽erythi㎎we　want　here，We　can
　　1ive　〃尾θ后づ吻gs∫　　（34）
　（3）　　He　danced脇θα加刎抄肋断ゴα6尾｛勿肋θ刎oo〃㎏〃，…．．．（46）
　（4）　The　sky　was肋θαろo〃1ゲ1㎏〃o砂〃’〃〃〃o刎肋θ力αまあ1αc后
　　1α〃　（48）
　（5）　Afewnotesfe11脇θ61θ〃〃ψ∫ゲ〃α加7intothesti11ness．（48）
　（6）　　Their　eyes　were1〕1ack　and　sti11and　glittering，脇θ∫〃α尾θ’∫
　　砂θ∫．　（94）
　（7）　HlmW！I’m肋惚ηαM〃o〃　（101）
　（8）　　Pa　aIways　laughed　out1oud　and　his1augh　was脇θg焔励加〃5
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　〆佃賂（117）
（g）　　The　poor　thing’s孤〃〃伽α幽肌　（118）
⑩　　The　air　was　rea11yαsんo㍑s伽αかク〃α〃o砂舳，εmd　it　sme11ed
　faint1y　1泌θ6o肋〃gろκo6．　（122）
⑪　　It　was　something脇θ肋θso〃〃ゲ肋伽oゐφφ肋＆and　some・
　thing1狛θα∂o星あακ肋〃g，．．．．．．（190＿191）
⑫　　Its　hair　wasα5〃06尾α∫αo〃〃and　its　eyes　were〃αc后伽α
　”な”ま　”乃θ〃　〃0∫τα7∫5ゐ6〃2．　　（221）
鯛　　Pa　said　they　were　c肋〃05αゐo〃〃∫τoo肋，and　Ma　to1d　them
　they　were伽な〃α5刎〃が〃5．　（234）
　4．2諺
　0EDは，諺proverbを，Ashortpithysayingincommonand
recogmzed　use，a　conc1se　sentence，often　metaphor1ca1or　a111terat1ve
in　form，which　is　held　to　express　some　truth　ascertained　by　experience
or　obse岬ation　and　fami1iar　to　a11と説明している。人間の知恵の凝縮した
ものといってよかろう。あらゆる比楡がそうであるように，諺もあまりに頻繁
に用いられると陳腐の感を与えることになるが，ワイノレダーは，かたりしぽし
ぱ，しかし情況に応1二て適切にまた効果的に，諺を文章の中に組みこんでい
る。
　（1）　“Well，”said　Pa，“α〃’∫〃θ〃肋〃肋ゐ〃θ〃，”and　Ma　said，
　　“Cbar1es，you’re　wet　to　the　skin．”　（16）
　水嵩が増して濁流となったクリークを，必死になって馬車で渡り終えた後で，
ほっと一息ついた場面である。このa1l’s　we11that　ends　we11は，特にワイ
ルダー愛用の諺で，この作品中5回も用いられている。上の例の伽こ，狼の群
の中から九死に一生を得た思いで脱出した後で，井戸掘りの最中，ガスの為に
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井戸の底で倒れた仲間のスコットを漸く助け出した後で，二人のイソデアソに
貴重なバンやタバコをとられたが，大事た鋤と翌年蒔く種と家族は無事であっ
た後で，大草原の火事からどうにか家族と家を守り抜いた後で，au’s　well　that
ends　we11が繰返される。あらゆる困難にもくじけず，明日への希望を失わず
に生きてゆこうとするこの家族の支えともなっている諺なのである。
　（2）　“I　was　not　fu11y　reaso㎜b1e，at　the　time，”said　Pa．　“I　know
　　you　wou1d　save　the　horses，Caro1ine．Those　wo1ves　wou1dn’t　bother
　　you，anyway，If　they　had　been　hmgry，I　wou1由’t　be　here　to＿’，
　　　　“工棚θμ肋㈹乃〃θ晦θ〃∫，”Ma　said．She　meant　that　he
　　must　not　frighten　Mary　and　Laura。（64）
　狼の話が子供たちの耳に入って，むやみに子供たちをこわがらせないように
と，Maが気を使ったところである。
　（3）　“G1ass　windows　wou1d　be　nice　if　we　can　a丘ord　them，”Ma
　　said．“But〃θ’〃‘γo∫∫肋〃あ〃晦召〃乃θ〃〃2ω刎θまo払”　（92）
　家に屋根と床を張り終えて，Paが何とかして窓ガラスを入れたい，と言っ
たのに対して，Maが，無理をせずに時期を待ちましょう，と言っているとこ
ろである。
（・）・Th・t…llf・・1i・h・…，1・g・l1・，”M・・S・・tt・・id・“Th・w・11
　　was　a11right　yesterday．”
　　　　“You　can’t　ever　telユ，”　Pa　rep1ied．　“肋肋7加　sψ　肋〃
　　so〃．”（10ε）
　井戸の底に降りる前に，慎重に点検すべきか否かて，意見の別れている場面
である。
　（・）・〃・・肋〃〃〃肋αf∂・醐’川・〃・・舳8・・6・”h…凪He
　　wasn’t　ab1e　to　work，so　he　could　malke　a　rock㎞g－chair　for　Ma．（137）
　熱病に一家4人が倒れ，漸く回復に向ったところであ飢
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　（6）　Pa　said　that　the丘re　had　not　missed　them血r，butα伽ssゐ
　　αs9006αs　α　物”彦。　（202）
犬草原の火事から危うく難をのがれたところである。
　（7）　　So　that　day　for　dimer　they　ate　the　seed　potatoes．They　were
　　very　goαi，and　Lau蝸knew　that　Pa　was　right　when　he　said，
　　“τ加γ2’s榊gγθα㍑oss〃みo〃so伽s伽〃鋤勿．”（230）
　家を捨てて，その土地から出て行かなげれぱならなくなったので，もう必要
のなくたった種イモを食べてしまうところである。
5．擬音語
　擬音語OnOmatopoeiaは，直接感覚に訴えるものであるから，わかりやす
く，どんた読者にも受げ入れられやすい。漫画や劇画に多用される所以であろ
う。しかし反面，抽象性に欠け，含蓄や深い味わいがなく，とかく卑俗に陥り
やすい。林芙美子や幸田文などは，これを巧みに効果的に用いて，独得の文体
をつくり出している。児童文学作品にも，擬音語はしばしぽ登場する。ワイル
ダーの擬音語は，うまく文章の中に溶げこんでいて，素朴な童話性を感じさせ
る。
　（1）　The　dark　was　coming　on．Nighthawks　were　chashg㎞sects
　　in　the　dark　air．　Bu11frogs　were　croaking　in　the　creek　bottoms．
　　Abirdca11ed，“W％桝〃乃φ！豚乃勿φoo作閉〃！”“π乃が豚〃o－oo～”said
　　an　ow1．Far　away　the　wo1ves　how1ed，and　Jack　was　grow1ing・（118）
　（2）　He　swung　the　ax　high，and　brought　it　down　with　a　great
　　swing　and　a　grmt　from　his　chest．“晦〃”The　ax〃〃鰍6and
　　struck，カ1〃〃9！　　（90）
　（3〕　Up　from　the　creek　came1ong1ines　of　wi1d　geese，formhg㎞
　　V’s　for　their｛ight　fa討her　south．The1eader　h　front　caned　t0
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　　those　beh㎞d　him．　“Ho〃〃”he　ca1led．Al1down　the　lines　the
　wild　geese　answered，one　after　another．“Ho励。”“Ho〃尾．”“月b〃居．”
　Then　he　cried，“亙o〃〃”And，“Ho〃尾一ゐo〃〃　肋〃尾一乃o〃μ”　the
　　others　answered　him．（142）
（4）　　Then　he1istened．And　Laura，too，heard　far　away　the　soft
　ク〃地グカαま，力αチー力αま，　カ6κθγ一力αま力αチ，　of　a　Pony，s　ga11oping・　It　came
　nearer．　（210）
（5）Laura　was　excited　about　the　ponies．There　were　black　ponies，
　　bay　ponies，gray　and　brown　and　spotted　ponies．Their肚t1e　feet
　　Went肋肋吻一肋．かか勿，加妙吻一か抄，μオー加肋れ伽’一伽肋グ，赦妙吻
　　力αサψα〃θれa11along　the　Indian　trai1．　（219＿220）
（6）　The　horses’hoofs6妙一61o妙〃wit血a　du1工sound，the　wagon
　　wheels　went　crunching．（5）
6．描写の技巧
　　ワイルダーの描写の技巧は，要を得て簡潔である。淡々としていて，犬袈裟
で誇張的な表現はない。次の文章は，井戸の底に倒れている隣人のスコットを
救い出すために，チャールズが，妻の制止を振りきって，井戸の底に降りて行
ったところである。
　　（王）　　“Charles，1f　I　can’t　pull　you　up　　　if　you　knee10Yer　down
　　　there　and　I　can，t　pull　you　up　　　　”
　　　　　　　“Caro1ine，I’ve　got　to，”Pa　said．He　swmg　into　the　we1l．His
　　　　head　slid　out　of　sight，down　the　rope．
　　　　　　　Ma　crouched　and　shaded　her　eyes，staring　dowI1into　the　we11．
　　　　　　　Al1over　the　prairie　meadowlarks　were　rising，s虹ghg，iying
　　　　straight　up　hto　the　sky．T11e　whd　was　blowing　warmer，but
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　　Laura　was　co1d．（108）
　大へんに恐ろしい緊張した場面である。しかし，その恐ろしさを，くどくど
と述べてはいない。鳥がのどかに囎り，風は暖かいが，Laura　was　co1dと
ある。このたった一言，Laurawas　cO1dが，その恐ろしさと緊張のすべてを
端的に余すところなく伝えている。なお，このLa1■ra　was　co1dを，かりに，
「肩一ラは寒かった」とか，「ローラはがたがた震えていた」とか，rローラは
体が冷たくなっていた」とカ㍉日本語に訳してみても，原文の持つ簡潔な味わ
いは出しつくせないように思われる。
　（2）　The　next　moming，when　Pa　opened　the　door　to　go　to　the
　　stab1e，Laura　saw　Jack　standing　in　the　Indian　trai1．He　stood　st岨，
　　his　back　brist1ed，and　a11his　teeth　showed．　Before　him　in　the
　　Path　the　ta11Indian　sat　on　his　Pony．
　　　　Indian　and　pony　were　sti11as　sti11．　Jack　was　te11hg　them
　　p1ah1y　that　he　wou1d　spring　if　they　m0Yed．　On1y　the　eag1e
　　feathers　that　stoωup　from　the　Indhn’s　sca．lp1ock　were　wavhg
　　and　spinning　in　the　wind．（163－164）
　インデアンと犬のジャックとが対決している，一触即発の危機をはらんだ無
気味な静げさが，最後のOn1y　the　eg1e　feathers。．．．．．の文によって，鮮やか
に浮かびあがってくる。「ただ羽だけが風に二くるくるとゆれていた」という一見
のどかな描写が，かえって重苦しい緊迫した雰囲気をうまく描き出している。
　次は，ローラが姉のメアリイと，インデアンのキャソプで美しいかざり玉を
見つげ，夢中になって拾い集めて，大喜びで家に帰ってきたところである。
　（3）　Laura　stirred　her　beads　with　her丘nger　and　watched　them
　　spark1e　and　sh㎞e．“These　are　mine，”she　said．
　　　　Then　Mary　said，“Carrie　can　have　mine．”
　　　　Ma　waited　to　hear　what　Laura　would　say．　Laura　di由’t　want
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　　to　say　anything．She　waI1ted　to　keep　those　pretty　beads．　Her
　　chest　fe1t　aI1hot　inside，and　she　wished　with　al1her㎜ight　that
　　Mary　wouldn’t　a1ways　be　such　a　good1itt1e　gir1．But　she　cou1dn’t
　　1et　Mary　be　better　than　she　was．
　　　　So　she　said，s1ow1y，“Carrie　can　have　mine，too．”（126）
　きれいなかざり玉を自分のものにしておきたいローラの女の子らしい気持が，
そしてそれを手放さなけれぼならない口惜しさが，痛いほどに読む者の胸に響
いてくる。どうにも仕方なく，涙を呑んで，妹のキャリーに上げるわ，と言うそ
の気持が，So　she　said，s1owly＿。．のslowlyの一語に凝縮されている。前
にコソマが置かれて強められた実に平易なS10Wlyという一語が（mWi11ing1y
やre1uCtantiyではない），その時の少女の胸の中を，どのようなくどい説明
よりも，はるかに鮮やかに描き出している。
　次は別れの場面である。住みなれた土地をお互い立去らなければたらなくな
って，隣人のエドワーズと最後の挨拶を交わしているところである。エドワー
ズは，嵐の中，わざわざローラとメアリイのためにイソデペソデソスの町まで
サンタクロースに会いに行き，サソタの贈物をクリスマスの前の晩に，濁流を
泳ぎ渡って届げてくれた，子侠たちの大好きなおじさんなのだ。
　（4）　Mary　said，poIite1y，“Good・by，Mr．Edwards．”But　Laura　forgot
　　to　be　po1ite．She　said：“0h，Mr．Edwards，I　wish　you　wouldn’t
　　go　away！0h，Mr．Edwards，thank　you，thank　you　for　going　a1l
　　the　way　to　Independence　to　ind　Santa　Claus　for　us．”
　　　　Mr．Edwards’eyes　shone▽ery　bright，and　he　went　away
　　without　sayhg　another　word．（230）
　短いMr．Edwards’eyes　shone　very　brightの中に，別離の悲しみ，子
供たちに対する愛情たど，エドワーズのもろもろの感情が読みとれ孔
　次は，家を捨てて出発しようとしているところであ私
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　（5）　　The　snug1og　house1ooked　just　as　it　a1ways　had．　It　did　not
　　seem　to　know　they　were　going　away．　Pa　stood　a皿oment　i皿the
　　doorway　and　1ooked　a11around　ins1de，he1ooked　at　the　bedstead
　　and　the　ireplace　and　the　g1ass　windows．Then　he　c1osed　the　door
　　carefully，1eaving　the　latch・string　out．　（234－235）
　住みなれた家を捨てて立去る男の胸の中が伝わってくる文章である。特に，
he　c1osed　the　door　carefu11yのcarefu11yの一語に，家に対する愛惜の情
がにじみ出ている。（3）のs1ow1yの場合と同様，careful1yの使い方が光る。
　いよいよ，家を後に出発し，しばらく行ってから振りかえってみると，見渡
す限り大草原が広がって，青い空に白い雲カミ浮んでいる。そLて，
　（6）　　The1itt1e1og　house　and　the1itt1e　stable　sat1one1y　in　the
　　stiI1ness．　（235）
と，これだけであ飢実に淡々とした簡潔な文章で，いたずらにセソチメンタ
ルに堕することなく，万感の思いと深い悲しみを表現している。
7．　バラグラフ
　7，1パラグラフの構造
　パラグラフの長さについては，べつにきまりがあるわげではない。数べ一ジ
にもわたる長いバラグラ7もあれば，僕か一行のバラグラフもある。パラグラ
フの長短は，文章の種類や内容と関係があるのであろうが，書き手の意向や好
みが一番大きく左右するのではなかろうか。Gaske11夫人などは長いバラグラ
フを好み，τ肋肋ケーβ〃肋㈱の冒頭のパラグラフは，およそ5ぺ一ジに及
んでいる。ワイルダーのパラグラフは比較的短く，文章にリズミカルな調子を
与えている。
　標準的パラグラフは，手紙やスピーチと同様，緒言Introduction・本文
Body・結論Conc1usionの三部分から成り立つ。無論，すぺてのパラグラフ
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がこの三部分を含むとは隈らない。
　パラグラフの題目，つまり中心内容をContro11ing　idea｛到というが，この
Contro1ling　ideaを含む文が，Topic　sentence，あるいは，Key　sentence，
即ち題目文である。Topic　sentenceは，バラグラフの前部・中部・後部の，
どの部分におかれてもよいわけであるが，最初におかれることが最も望ましく，
事実，最も多い。一番最後にくることもあるが，まん中におかれることは稀で
あろう。つまり，大ていの場合，Introduction＝Topic　sentenceということ
になるわげであるが，最初にそのパラグラフの要点がつかめるということは，
読老がスムーズにそのパラグラフの内容に入ってゆげるということである。
Topic　sentenceがパラグラ7の最後にくる文章は，樟尾文periodic　sentence
と同様，技巧的な感じが強く，文語的である。
　ワィルダーでは，Topic　sentenceは殆ど常にパラグラフの先頭におかれて
いる。
　（1）　　丁加6007〃α∫力”s加五It　was　strong　and　so1id，made　of　thick
　　oak　with　oak　slabs　across　it，a11pegged　together　with　good　stout
　　pegs．The　latch－string　was　out；if　you　wanted　to　come　in，you
　　pu11ed　the1atch－string．But　if　you　were　inside　and　wanted　to　keep
　　anyone　out，　then　you　pu11ed　the1atch・string　in　through　its　ho1e
　　and　nobody　could　get　in．There　was　no　doorknob　on　that　door，
　　and　there　was　no　keyho1e　and　no　key．But　it　was　a　good　do0L　（75）
　（2）　　1二〇舳α〃α∫〃2η乃ψ妙．The　wind　sang　a1ow，rust1ing　song
　　in　the　grass．Grasshoppers’rasping　quivered　up　from　a11the
　　immense　prairie．　A　buzzhg　came　faint1y　from　a11the　trees　in
　　the　creek　bottoms．But　al1these　somds　made　a　great，wa㎜，
　　happy　si1ence．Laura　had　never　seen　a　pla㏄she1iked　so　much　as
　　this　p1ace．　（33）
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　ところで，ここで一つ注目したいことは，Topic　senten㏄が大きな役割を
果していることは当然として，上の例でもわかるように，ワイルダーではパラ
グラフの最後に，かたり大きな重みをもった文が，結論としておかれているこ
とが多いのである。言いかえれぱ，結論が非常に明確に打出されているという
ことである。
　（3）　But　Ma’s　ankle　was　not　we11yet．When　she　mwrapPed　it　in
　　the　evenings，to　soak　it　in　hot　water，it　was　al1purp1e　and　black
　　…md　green　and　ye1low．　τ加肋〃∫θ〃㈱去〃α〃．　（43）
（4）　Aromd　the　door　hole　and　the　wjndow　holes，Pa　and　Mr．
　　Edwards　nailed　thin　slabs　against　the　cut　ends　of　the　logs．　And
　　the　house　was丘nished，al1but　the　roof．The　wal1s　were　so1id　and
　　the　house　was　large，much1arger　than　the　tent。　〃ωα∫α　〃62
　　ゐ0〃5θ．　（45）
　7．2　1センテソスのパラグラ7
　結論の文の比重が更に増大すると，その文は独立して一個のパラグラフとな
る。前に，ワイルダーのパラグラフは比較的に短いと述べたが，彼女の文章構
成の大きな特色の一つは，たった一つだけのセンテ＝■スから成る非常に短いパ
ラグラ7がかなりあることである。そして，一文だけのパラグラフが多い理由
の一つが，ここにあるわけである。例をあげてみよう。
　（1）　A　long　t1me　ago，when　a1l　the　grandfathers　and　grandmothers
　　of　tα血y　were　Iittle　boys　l㎜d1ittle　girls　or　veηsmal1babies，or
　　perhaps　not　eYen　bom，Pa　and　Ma　and　Mary　and　Laura　and　Baby
　　Carrie1eft　their　little　house　in　the　Big　WoodsofWisconsin．They
　　drove　away　and1eft　it1one1y　and　empty　in　the　clearing　among
　　the　big　trees，and　they　ne∀er　saw　that　litt1e　house　again．
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　　　　　　They　were　goi㎎to　the　Indian　comtry．（1）
（2）　　Eve町day　they　a111ooked　at　that　garden．It　was　rough　and
　　　grassy　because　it　was　made　in　the　prairie　sod，but　a11the　tiny
　　　plants　were　growing．Litt1e　crump1ed1eaves　of　peas　came　up，and
　　　tiny　spears　of　oI1ions．　The　beans　themse1ves　popped　out　of　the
　　　gromd．But　it　was　a1ittle　ye11ow　bean－stem，coi1ed1ike　a　spring，
　　　that　pushed　them　up．　Then　the　bean　was　cracked　open　and
　　　dropped　by　two　baby　bean－1eaYes，and　the1eaves　unfo1ded｛at　to
　　　the　sunshine．
　　　　　　Pretty　soon　they　would　al1begin　to　live1ike　kings．（227）
（3）　Pa　said　he　thought　that　Ma　and　Mary　and　Laura　wou1d1ike
　　　glass　windows　better　than　any　other　present，…md　he　was　right．
　　　They　did．But　the　windows　were　not　aユ1he　had　brought　them．
　　　There　was　a1ittle　paper　sack　fu11of　pure　white　sugar．Ma　opened
　　　1t　and　Mary　and　Laura　looked　at　the　spark11ng　wh1teness　of　that
　　　beautifu1sugar，and　they　each　had　a　taste　of　it　from　a　spoon．
　　　Then　Ma　tied　it　careful1y　up．They　wou1d　ha∀e　white　sugar　when
　　　company　came・
　　　　　　　Best　of　a11，Pa　was　safe1y　home　agah．（158－159）
だが，結論の文だけが独立するとは隈らない。IntrOduCtiOnが独立するこ
ともある。次は，それぞれ，第11章，第12章の冒頭の文章である。
（4）　Ear1y　one　morning　Pa　took　his　gm　and　went　hunting・
　　　　　　　He　had　meant　to　m出e　the　bedstead　that　day．He　had　brought
　　　in　the　slabs，when　Ma　said　she　had　no　meat　for　dimer．So　he
　　　stoαi　the　s1abs　against　the　wal1and　took　down　his　gun一　（93）
　（5）　Pa　had　made　the　bedstead・
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　　　　He11ad　smoothed　the　oak　s1abs　ti11there　was　not　a　sp1inter
　on　them．Then　l1e　pegged　them趾m1y　together．Four　slabs　made
　a　box　to　ho1d－the　st蘭w－trick．Across　the　botto皿of　it　Pa　stretched
　a　rope，zigzagged　from　side　to　side　and　puユ1ed　tight．（103）
　（Penguin　Books版では，（4）（5）ともに，最初の文を独立した一個のパラグ
ラフとはせず，次のパラグラブの一部として，その中に包含している。）
　7．3第19章のパラグラフ
　第19章ML　Edwards　Meets　Santa　C1ausを材料として，物語の展開に，
1セソテソスだけのパラグラフが，どのような位置を占めているかを見てみた
い。
　この章は，内容上，一応6つに区分することができる。却ち，
　I　クリスマスまでの絶望的天侯状態一雪が降らない。
　■　クリスマス前日の様子　　雨で川が増水L，サンタクロースがやって来
　　れそうにない。
　皿　少しもクリスマス前夜らしくない悲しい夜。
　］V　ニドワーズがやって来て，サンタクロースに会いに行ってきたと言う。
　V　子供たち，サソタからの贈物をもらって大喜び。
　VIみんなで楽しいクリスマスの食卓を囲む。
　さて，この章には，全部でパラグラフが69ある。その中，1センテソスだけ
のパラグラフが16あるが，その内訳は，会話文を含むものが5，地の文だげの
もの11となっている。そして，この11のパラグラフの殆ど全部が，結論の部分
が独立Lたものと考えてよさそうである。Lかも，注意したいことは，第皿，
第］V，第V，第VI区分の最後が，それぞれ1セソテンスのパラグラプで締め括
られていることである。以下に，それらの区分の最後の部分をあげてみよ㌔
　（1）　Laura　and　Ma町tried　not　to　mind　too　much．They　watched
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　Ma　dress　the　wi1d　turkey，and　it　was　a　very　fat　turkey．　They
　were1ucky　litt1e　gir1s，to　have　goωhouse　to1ive　in，and　a　wam
　丘re　to　s1t　by，and　s1ユch　a　turkey　for　thelr　Chr1stmas　dmner　Ma
　said　so，and　it　was　true．Ma　said　it　was　too　bad　that　Santa　C1aus
　　cou1dn’t　come　this　year，but　they　were　such　good　gir1s　that　he
　　hadn’t　forgotten　theエn；he　wou1d　sure1y　come　next　year．
　　　　　Still，they　were　not　happy．　（II，171）
（2）　Then　he（＝Santa　Claus）shook　hands　with　Mr．Edwards，and
　　he　swung　up　on　his　ine　bay　horse．Santa　C1aus　rode　wel1，for　a
　　man　of　his　weight　and　build．　And　he　tucked　his1ong，white
　　whlskers　under　h1s　bandana　“So　long，Edwards，”he　sa1d，and　he
　　rode　away　on　the　Fort　Dodge　trai1，leading　his　pack－mule　and
　　whist1ing．
　　　　　Laura　and　Mary　were　si1ent　an　instant，thinking　of　that．（IV，
　　175）
（3）　　They　had　never　even　thought　of　such　a　thing　as　having　a
　　penny．Think　of　having　a　whole　penny　for　your　very　own，Think
of　havi㎎a　cup　and　a　cake　and　a　stick　of　candyα〃a　pemy．
　　　　　There　never　had　been　such　a　Chr1stmas　（V，177）
（4）　Then　Pa　and　Ma　and　Mr．Edwards　sat　by　the　ire　and　ta1ked
　　about　Christmas　times　back　in　Temessee　and　up　north　in　the　Big
Woods．But　Mary　and　Laura1ooked　at　their　beautifu1cakes　and
　　played　with　their　pennies　and　drank　water　out　of　their　new　cups．
　　And　little　by1ittle　they1icked　and　sucked　their　sticks　of　candy，
　　ti11each　stick　was　sharp－pohted　on　one　end．
　　　　　That　was　a　happy　Christmas．（W，178－179）
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　こうみてくると，1センテンスのパラグラ7一その殆どが単文で，平明で
力強い一が，物語の展開の上で，いかに重要な位置を占め，更には，きびき
びと引き締った文体を生み出す大きな要素となっていることに気付くのであ
る。
8．　おわりに
　子供を対象としたワイルダーの文章は，素朴で素直で，しかも品格を失わず，
まさにc1㎝1and　c1earの文章である。といっても，決して稚拙ではない。
単調でも一本調子でもない。心の温かさと優しさ，そして，何よりも，人問に
対する同清と理解の中から生まれた，詩性と童話性の豊かな文章である。
注11）谷崎潤一郎『文章読本』中央公論杜。1960．p－6．
　（2）　Orwe11，G・∫21㏄1〃亙∫∫η＆　Penguin　Books．1957．
（3）Wamer，A．λ8肋〃G〃〃o肋8脇∫砂12．Oxford　University　Press．
　　1961．p．53．
　（4）　Ibid．　p．186一
　（5）　Ibid・　p・191・
　（6）谷崎潤一郎『文章読本』中央公論杜。1960．p．100
　（7）廣田奥夫「Frank　Tuohyの文体」早稲田大学英文学会『英文学』第36号。
　1970．
（8）McEdwards，M．G．1〃肋励〃㎝勿S勿なDickenson　Publishing　Company．
　1968．p．62．
　（g）　Chaple口，F．P舳昭畑幼W〃励＆　Oxford　University　Press．1970．p．1、
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